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イントロダクション

• 冷却原子を用いた原子（量子）干渉計は、重
力の物理に用いられてきている
– ラマン干渉計による重力加速度、重力定数測定

– kｇの再定義

– 地球物理学

– post-Newtonian重力の検証

– 量子重力や重力の赤方偏移の検証

– 弱い等価原理の検証

– 重力波検出
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スタンダードな重力加速度測定

2kgT∆Φ =

cf. BECのMach-Zehnder干渉計by鳥井PRL 100, 031101 (2008)
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重力mg

原子を開放した
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原子干渉計vsコーナーキューブ

まとめ

• 140ppbで古典的重力加速度計と一致した

• 感度(sensitivity)で１桁、確度(accuracy)で2
桁、以前の同様な実験から改善した

• 重力赤方変位の測定も応用できるだろう

• 周波数安定化された光格子レーザー、そして
広いビームウェストまたはblue-detunedレー
ザーを用いれば、更に改善できるだろう

• Casimir－Polder効果、微小距離のニュート
ンの法則の実験に利用できるかも知れない


